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特別損失の計上及び子会社における譲渡並びに子会社設立に関するお知らせ 
 

 当社は、本日開催の取締役会において、当社のインドにおける事業再構築のため連結子会社の再編を行うこと

を決定いたしました。 

 また、これに伴い、特別損失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の内容 

当社の連結子会社であるGlobal Auto-Parts Alliance India Private Ltd.（略称 GAPAI）につきまして、現

在の業績や経営環境等を勘案し、業績見通しの再評価を行った結果、インドにおける連結子会社の再編を後述「２．

インドにおける連結子会社の再編」のとおり実施することといたしました。平成24年３月期（平成23年４月１日

～平成24年３月31日）の連結決算における影響額といたしまして、特別損失として固定資産減損損失1,390百万

円、また、単体決算において特別損失として関係会社株式評価損2,646百万円を見込んでおり、平成24年３月期

第３四半期に計上する予定であります。 

 なお、連結業績予想につきましては、タイの洪水被害の影響等を現在精査中であることなどから、決定

次第公表いたします。 

 

２．インドにおける連結子会社の再編 

 当社の連結子会社 GAPAI は、インドにおいて自動車用部品等の製造及び販売を行っておりますが、会社設

立以降現在まで営業損失を計上するなど収益状態が当初計画を大幅に下回っており、今後の経営環境等を

勘案し、事業再構築を行うことが必要と判断いたしました。 

 

（１）再編の内容 

   インド法制に基づく事業譲渡を行なうこととし、GAPAI の事業性資産、負債、従業員、取引関係、許認可

等を G-TEKT India Private Ltd.（略称 G-TIP）に継承するものであります。新会社は、財務体質を改善し、

インド市場における競争力のある部品会社として新たに出発いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）GAPAI の平成 23 年３月期における経営成績 

 GAPAI 23 年３月期実績 当社 23 年３月期実績 

売 上 高 1,350 百万円 59,278 百万円

売上総利益 114 百万円 9,560 百万円

営業利益 △50 百万円 5,401 百万円

経常利益 △437 百万円 5,572 百万円

 

（３）譲渡資産の金額 （平成 23 年 12 月 23 日現在） 

   譲渡資産の帳簿価額：未定 

 

（４）譲渡価額及び決済方法 

   譲渡価額：未定 

   決済方法：現金決済 

 

（５）Global Auto-Parts Alliance India Private Ltd.概要 

  会 社 名 Global Auto-Parts Alliance India Private Ltd.（略称 GAPAI） 

(グローバルオートパーツアライアンスインディアプライベ

ートリミテッド） 

 所 在 地 ラジャスタン州 タプカラ工業団地 

 設 立 時 期 平成 19 年２月 

 代 表 者 林 政行 

 出 資 額 11.5 億ルピー 

（内訳） 

当        社  10.16 億ルピー (88%) 

本田技研工業株式会社  1.34 億ルピー (12%) 

 事 業 内 容 自動車用部品等の製造及び販売 

 

（６）新会社の概要 

 会 社 名 G-TEKT India Private Ltd.（略称 G-TIP） 

（ジーテクトインディアプライベートリミテッド） 

 本 社 所 在 地 インド･ニューデリー 

 設 立 時 期 平成 23 年 11 月 

 代 表 者 尾形 重則 

 出 資 額 6.5 億ルピー 

（内訳） 

当社  6.5 億ルピー（100％） 

 事 業 内 容 自動車用部品等の製造及び販売 

 

（７）日程（GAPAI 及び G-TIP の予定） 

取 締 役 会 決 議 平成 24 年１月（予定） 

事 業 譲 渡 契 約 締 結 平成 24 年１月（予定） 
事業譲渡承認株主総会 平成 24 年１月（予定） 
事 業 譲 渡 期 日 平成 24 年４月２日（予定） 

 

（８）今後の見通し 

   G-TIP 事業開始の初年度より黒字決算を見込んでおり、当社のインドにおける事業収益の改善を進め 

てまいります。 

以上 


